古典現代語訳：南院の競射(大鏡)

師殿（＝藤原伊周公）が、（父藤原道隆公の二条の邸内の）南の院で人々を集めて弓の競射をなさったときに、この殿（＝道長公）がおいでになられたので、（これは）思いがけない、不思議なことだと、中関白殿（＝道隆公）はびっくりなさって、たいそうもてなし、機嫌をとり申し上げなさって、（道長公は伊周公より）位の低いものでいらっしゃるのに、（矢の順番を伊周公より）前にお立て申し上げて、まず（最初に）射させ申し上げなさったところ、師殿が、（当てた）矢の数で二本だけ（道長公に）負けてしまわれた。（そこで）中関白殿も、また御前にお控え申し上げる人々も、「もう二回勝負を延長なさってください。」と申して、（勝負を）延長なさったので、（道長公は）心穏やかでなくお思いになって、「それなら、延長なさってください。」とおっしゃって、また射ようとなさって、おっしゃられるには、「この道長の家から、天皇･后がお立ちになるはずならばこの矢当たれ。」とおっしゃられた（後で矢を放たれた）ところ、同じ当たるといっても（なんと）的の真ん中に当たるではないか。次に、師殿が射られたところ、たいそう気後れなさり、お手も震えていたためであろうか、的の近くにさえいかず、でたらめな方向に射られたので、関白殿は、顔色が真っ青になってしまった。また、入道殿（＝道長公）が射なさろうとして、「（この私が将来）摂政･関白なるはずならば、この矢当たれ。」おっしゃられた（後で放たれた）ところ、最初と同じように、的がわれるほどに同じとことを射通されてしまった。（こうなると道隆公も）おもてなしなさり、ちやほやし申し上げられていらっしゃった。興もさめ、気まずくなってしまった。父の大臣（＝道隆公）は、師殿に、「どうして射るのか。射るな、射るな。」とお止めになられて、（その場は）興がさめてしまった。
Copyright  eq \o\ac(○,C) 2003-2005 OPPORTUNITY All Rights Reserved.

